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史
は
そ
れ
に
く
わ
し
い
人
に
ま
か
せ
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
企
画
に
問

題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
同
様
に
お
お
き
な
（
と
き
に
は
滑
稽
と
も
い
う

べ
き
）
誤
り
は
、
も
っ
と
年
下
の
人
の
も
の
に
も
み
ら
れ
る
。

こ
う
い
う
人
選
を
み
る
に
つ
け
、
金
沢
学
会
で
理
事
会
不
信
任
と
い

う
は
げ
し
い
改
革
手
段
さ
え
と
っ
た
日
本
精
神
神
経
学
会
が
、
「
長
老
ｌ

高
位
者
」
偏
重
と
い
う
（
同
時
に
、
歴
史
研
究
の
独
自
性
を
み
と
め
ず
、

学
問
よ
り
は
儀
式
・
お
祭
り
を
重
視
す
る
）
風
潮
を
す
て
て
い
な
い
こ

と
が
は
っ
き
り
み
て
と
れ
る
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
目
だ
っ
の
は
、
重
要
な
人
名
の
誤
記
で
あ
る
。
理

事
長
挨
拶
で
は
、
社
団
法
人
に
な
っ
て
最
初
の
理
事
長
で
あ
る
内
村
祐

之
を
裕
之
と
し
て
い
る
。

編
集
委
員
会
で
は
五
ペ
ー
ジ
の
正
誤
表
を
つ
く
っ
た
が
、
そ
こ
に
は

「
記
事
の
誤
り
」
と
の
指
摘
が
三
回
で
て
い
る
。
こ
ま
か
く
点
検
し
て
い

け
ば
、
単
な
る
誤
植
で
な
く
て
「
記
事
の
誤
り
」
と
す
る
べ
き
箇
所
が

ほ
か
に
も
み
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
記
念
誌
の
欠
点
を
あ
げ
つ
ら
っ
て
は
み
た
が
、

波
澗
に
と
ん
だ
学
会
の
一
○
○
年
の
歩
み
を
み
る
に
不
可
欠
の
資
料
で

あ
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
波
澗
は
世
の
動
き

に
つ
れ
て
わ
き
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
一
○
○
年
史
は
日
本

社
会
史
の
一
断
面
と
も
な
っ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
日
本
精
神
神
経

学
会
会
員
に
歴
史
へ
の
関
心
は
う
す
く
、
購
読
者
は
会
員
数
の
数
パ
ー

セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

な
に
し
ろ
大
冊
で
あ
る
。
読
者
は
ま
ず
、
概
説
に
あ
た
る
「
沿
革
ｌ

日
本
精
神
神
経
学
会
の
歴
史
Ｉ
」
を
よ
み
、
つ
い
で
座
談
会
「
学
会
の

「
日
本
全
国
神
話
伝
説
道
指
南
」

本
書
は
口
絵
に
評
者
も
関
心
を
も
っ
て
収
集
し
て
い
る
全
国
の
多
く

の
絵
馬
が
カ
ラ
ー
で
七
頁
も
載
せ
ら
れ
、
多
く
の
写
真
・
図
版
と
共
に

神
話
伝
説
、
歴
史
、
民
俗
学
、
医
史
学
と
広
範
囲
に
わ
た
る
豊
富
な
内

容
が
伝
承
地
と
い
う
視
点
か
ら
記
さ
れ
た
総
五
六
○
頁
の
大
著
で
あ

一
○
○
年
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
」
を
よ
み
、
あ
と
は
関
心
あ
る
部
分
に

す
す
ま
れ
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
一
五
編
か
ら
な
る
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」

の
部
分
に
も
お
も
し
ろ
い
記
事
が
あ
る
。
岡
田
・
小
峯
が
第
一
○
三
回

日
本
医
史
学
会
で
発
表
し
た
「
製
本
お
そ
る
べ
し
Ｉ
「
神
経
学
雑
誌
」

の
ば
あ
い
ｌ
」
も
、
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
日
本
医
史
学
会
会
員
で
は
、
小
峯
和
茂
、
昼
田
源
四
郎
、
松

下
正
明
お
よ
び
岡
田
が
、
こ
の
編
集
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。
ま

た
、
今
回
は
じ
め
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
重
要
事
実
の
い
く
つ
か
は
、

小
峰
研
究
所
に
蔵
さ
れ
て
い
た
未
製
本
の
『
神
経
学
雑
誌
」
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
（
こ
の
点
は
、
岡
田
・
小
峯
が
「
製
本
お
そ
る
べ
し
」
に

の
べ
た
）
。

（
岡
田
靖
雄
）

〔
日
本
精
神
神
経
学
会
、
東
京
都
文
京
区
本
郷
五
Ｉ
二
五
’
一
八
ハ
イ
テ

ク
本
郷
ビ
ル
内
、
電
話
○
三
’
三
八
一
四
’
二
九
九
一
、
二
○
○
三
年

五
月
一
五
日
、
Ｂ
五
判
、
本
編
八
九
二
頁
、
資
料
編
三
六
八
頁
十
Ｃ
Ｄ

‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
一
枚
、
送
料
と
も
一
五
、
○
○
○
円
〕

吉
元
昭
論
著
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プ
〈
》
く

こ
の
害
は
膨
大
な
量
の
資
料
を
集
め
た
だ
け
で
な
く
、
長
い
年
月
を

か
け
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
多
く
の
伝
承
地
に
足
を
は
こ
ば

れ
、
そ
れ
も
所
に
よ
っ
て
は
五
回
も
実
地
調
査
の
う
え
上
梓
さ
れ
た
も

の
で
、
よ
く
も
こ
れ
だ
け
の
資
料
と
調
査
を
整
理
さ
れ
た
も
の
だ
と
感

嘆
に
た
え
な
い
。

南
方
熊
楠
、
柳
田
国
男
の
全
集
が
刊
行
さ
れ
た
民
俗
学
は
な
や
か
な

り
し
、
昭
和
四
○
年
代
後
半
か
ら
五
○
年
代
初
頭
に
か
け
て
各
県
の
民

間
信
仰
、
民
間
療
法
、
歳
事
習
俗
の
シ
リ
ー
ズ
が
発
行
さ
れ
、
全
国
の

些
細
な
民
間
医
療
信
仰
・
習
俗
ま
で
紹
介
さ
れ
た
が
、
以
降
、
民
俗
学

の
衰
退
も
あ
り
、
一
人
の
著
者
に
よ
る
全
国
規
模
で
の
一
冊
に
収
め
た

本
書
の
よ
う
な
神
話
伝
説
の
伝
承
地
紹
介
の
良
書
を
評
者
は
寡
聞
に
し

て
知
ら
な
い
。
交
通
機
関
の
発
達
に
よ
り
伝
承
地
を
訪
れ
る
の
も
便
利

に
な
っ
た
と
は
言
え
、
調
査
に
費
や
さ
れ
た
時
間
、
文
献
・
資
料
収
集
、

整
理
と
執
筆
を
思
う
と
著
者
に
頭
が
さ
が
る
。

著
者
が
集
め
ら
れ
た
文
献
・
資
料
は
小
さ
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
含
め

膨
大
な
も
の
だ
が
、
こ
れ
等
の
文
献
・
資
料
を
第
一
部
日
本
の
神
話
、

歴
史
伝
承
、
第
二
・
三
・
四
部
日
本
と
中
国
・
朝
鮮
と
の
神
々
の
関
係
、

第
五
・
六
・
八
・
九
部
昔
話
、
民
間
信
仰
、
第
七
部
仏
教
思
想
伝
来
と

項
目
順
に
理
路
整
然
と
わ
か
り
や
す
く
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、

学
問
分
野
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
著
書
は
分
野
が
余

り
に
も
広
範
囲
で
あ
る
た
め
内
容
は
と
も
す
れ
ば
伝
承
地
の
紹
介
・
案

内
書
的
な
資
料
の
羅
列
に
す
ぎ
な
い
き
ら
い
に
な
る
が
、
こ
の
害
は
的

確
な
要
約
、
博
引
芳
証
と
現
地
を
実
地
に
歩
い
た
文
と
写
真
が
絶
妙
に

絡
み
あ
い
、
評
者
が
愛
読
す
る
司
馬
遼
太
郎
の
膨
大
な
「
街
道
を
ゆ
く
」

シ
リ
ー
ズ
を
一
冊
に
し
た
よ
う
で
、
読
者
を
あ
き
さ
せ
な
い
。
神
話
伝

説
と
伝
承
地
の
多
く
の
写
真
・
図
版
と
記
述
は
、
批
判
の
っ
け
よ
う
も

な
い
。
と
は
言
え
、
評
者
は
特
に
菌
類
学
史
に
関
心
を
持
つ
も
の
で
あ

り
、
第
九
部
「
そ
の
他
の
伝
承
」
に
あ
る
霊
芝
の
項
目
に
つ
い
て
の
み
、

借
越
で
あ
る
が
少
し
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
無
論
こ
の
訂
正
が

本
書
の
価
値
を
い
さ
さ
か
も
減
じ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
断
っ
て
お

く
Ｏ

マ
ン
ネ
ン
ダ
ケ
は
す
で
に
古
名
で
あ
り
現
在
で
は
マ
ン
ネ
ン
タ
ケ
と

称
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
霊
芝
を
中
国
で
の
漢
方
医
学
ま
た
古
来
の
分
類

で
は
菌
類
の
色
の
違
い
に
よ
り
赤
芝
、
紫
芝
な
ど
と
称
し
て
い
た
が
、

現
在
中
国
真
菌
類
の
分
類
で
は
学
名
⑦
。
ミ
号
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
中
国
名

霊
芝
・
和
名
マ
ン
ネ
ン
タ
ケ
）
、
学
名
。
。
苫
。
号
ご
嵩
ａ
ｇ
ｏ
ミ
ら
ミ
｝
一
（
中

国
名
紫
芝
・
和
名
マ
ゴ
ジ
ャ
ク
シ
）
と
命
名
し
て
お
り
も
は
や
色
の
違

い
で
は
菌
類
学
上
分
類
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
『
日
本
書
紀
」
皇
極
天

皇
三
年
（
六
四
四
）
に
載
る
菌
の
話
は
、
そ
の
発
生
時
期
・
発
生
量
か

ら
評
者
は
こ
の
菌
を
ｏ
ａ
ｇ
量
己
ミ
ミ
胃
の
（
和
名
エ
ノ
キ
タ
ヶ
）
と
同

定
し
、
芝
草
（
霊
芝
）
に
つ
い
て
の
記
述
は
天
武
七
年
（
六
七
八
）
二

月
二
日
の
条
が
初
出
と
考
え
る
。

少
し
余
分
な
話
で
は
あ
る
が
、
石
敢
當
に
つ
い
て
著
者
は
そ
の
由
来

を
手
際
よ
く
紹
介
さ
れ
、
文
献
に
な
い
地
を
写
真
と
と
も
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
評
者
も
京
都
で
表
札
の
下
に
置
か
れ
た
石
敢
當
を
見
て
、
家

の
持
ち
主
に
た
ず
ね
た
所
、
沖
縄
県
出
身
者
で
あ
っ
た
事
、
不
動
産
屋

が
こ
れ
を
置
い
て
お
く
と
土
地
の
価
格
が
下
が
る
か
ら
取
り
外
す
よ
う
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に
言
わ
れ
た
と
の
笑
い
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
本
土
で
は
多
く
の

人
々
が
す
で
に
忘
れ
は
じ
め
て
い
る
風
習
・
伝
承
を
採
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
昔
の
記
憶
が
よ
み
が
え
る
と
と
も
に
、
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
石

敢
當
の
よ
う
な
風
習
の
保
存
を
博
物
館
で
は
な
く
、
日
常
に
お
い
て
い

つ
ま
で
も
保
存
し
た
い
も
の
だ
と
思
っ
た
。

巻
末
、
県
別
に
掲
載
さ
れ
た
全
国
社
寺
仏
閣
、
神
話
伝
説
の
伝
承
地

一
覧
表
を
見
る
と
、
関
西
圏
は
別
に
し
て
、
東
日
本
、
九
州
、
四
国
に

点
在
す
る
伝
承
地
は
全
く
知
ら
な
い
所
も
多
く
、
ぜ
ひ
と
も
訪
れ
た
い

伝
承
地
の
多
さ
に
お
ど
ろ
い
た
。

こ
の
害
は
ま
さ
に
全
国
の
神
話
伝
説
の
民
間
伝
承
地
・
史
跡
案
内
で

あ
る
。
学
会
や
余
暇
の
旅
行
前
に
、
一
読
す
れ
ば
旅
先
の
道
指
南
（
し

る
べ
）
に
な
り
、
す
ば
ら
し
い
旅
の
思
い
出
と
な
る
こ
と
に
ち
が
い
な

い
。
一
読
を
お
薦
め
す
る
と
と
も
に
書
架
に
置
い
て
い
つ
で
も
旙
け
る

よ
う
に
し
た
い
。

（
奥
沢
服
正
）

〔
勉
誠
出
版
、
東
京
都
千
代
田
区
麹
町
四
’
八
’
三
六

一
二
九
’
九
○
一
二
、
二
○
○
三
年
一
○
月
一
○
日
、

○
頁
、
七
八
○
○
円
〕

太
川
安
雄
符

「
太
田
雄
寧
傳
」

本
耆
は
明
治
十
年
に
創
刊
さ
れ
た
東
京
医
事
新
誌
の
創
刊
者
太
田
雄

電
話
○
三
Ｉ
五

Ａ
五
判
、
五
六

寧
の
伝
記
で
雄
寧
の
曾
孫
太
田
安
雄
氏
（
東
京
医
科
大
学
名
誉
教
授
、

眼
科
学
）
の
執
筆
で
あ
る
。
著
者
宅
に
は
多
く
の
資
料
、
文
献
、
参
考

書
、
写
真
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
そ
の
多

く
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
肝
心
の
東
京
医
事
新
誌
は
創
刊

号
か
ら
昭
和
十
五
年
ま
で
保
存
さ
れ
て
お
り
、
残
余
の
資
料
を
収
集
さ

れ
、
本
書
の
上
梓
が
成
っ
た
。
明
治
期
の
医
事
雑
誌
を
書
誌
学
的
に
研

究
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
得
難
い
伝
記
で
あ
る
。

太
田
雄
寧
の
略
歴
は
、
嘉
永
四
年
一
月
十
八
日
武
蔵
川
越
の
豪
農
滝

島
新
右
衛
門
長
男
宗
貞
の
長
男
と
し
て
出
生
、
父
は
文
久
三
年
清
水
徳

川
家
侍
医
太
田
昌
意
の
後
を
継
承
す
る
。
雄
寧
は
元
治
元
年
松
本
良
順

の
蘭
学
塾
に
入
門
す
る
。
慶
応
二
年
幕
府
医
学
所
に
入
門
、
明
治
五
年

軍
医
寮
に
出
仕
、
同
年
十
二
月
私
費
で
米
国
留
学
し
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
製
薬
学
校
で
化
学
、
製
薬
学
を
修
学
す
る
。
同

七
年
帰
国
し
愛
媛
県
立
医
学
校
長
と
な
る
。
任
期
満
了
し
東
京
に
帰
る
。

同
十
年
二
月
二
十
五
日
医
学
専
門
雑
誌
「
東
京
医
事
新
誌
」
を
創
刊
す

る
。
同
十
四
年
七
月
十
八
日
ブ
ラ
イ
ト
氏
腎
臓
炎
で
死
去
、
享
年
三
十

一
歳
。雄
寧
死
去
後
、
雄
寧
の
蘭
学
の
師
松
本
良
順
が
編
集
局
長
と
な
っ
て

東
京
医
事
新
誌
は
廃
刊
す
る
こ
と
な
く
、
継
続
刊
行
さ
れ
た
。
本
誌
は

昭
和
十
五
年
戦
時
下
の
雑
誌
統
制
に
よ
り
、
他
誌
と
併
合
し
、
三
一
九

八
号
よ
り
「
日
本
医
学
及
健
康
保
険
」
に
誌
名
変
更
し
、
同
一
八
年
「
日

本
医
学
」
に
誌
名
変
更
、
一
時
休
刊
と
な
る
が
、
同
二
十
五
年
よ
り
東

京
医
事
新
誌
の
復
刊
と
な
る
。
同
三
十
五
年
七
十
七
巻
十
二
月
号
を
も

っ
て
、
編
集
発
行
人
大
島
盛
一
の
死
去
で
後
継
編
集
人
な
く
遂
に
廃
刊


